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メニューメニュー

研究テーマ概要と分担（林田）研究テーマ概要と分担（林田）

各研究テーマの紹介（常深、林田、宮田）各研究テーマの紹介（常深、林田、宮田）

週間予定、年間予定週間予定、年間予定

その他の連絡事項その他の連絡事項



研究テーマ予定（実験）研究テーマ予定（実験）
MAXIMAXI SSCSSC （（宮田、常深、河野、宮田、常深、河野、M1AM1A））

電子照射実験＠ＮＡＳＤＡ電子照射実験＠ＮＡＳＤＡ
ＦＭ－ＦＭ－CCDCCD--chipchipの選定と較正（クリーンブースと較正システム整備）の選定と較正（クリーンブースと較正システム整備）

ＰＭ熱環境試験＠ＮＡＳＤＡ、振動試験ＰＭ熱環境試験＠ＮＡＳＤＡ、振動試験
ASTROASTRO--EEＩＩＩＩ XISXIS （（林田、常深、林田、常深、M1BM1B））

ＰＭ試験ＰＭ試験
軟Ｘ線スペクトルメータの整備、較正法の改良（含むＨＰＫ斜入射実験）軟Ｘ線スペクトルメータの整備、較正法の改良（含むＨＰＫ斜入射実験）
OBFOBF厚み測定＠ＫＥＫ厚み測定＠ＫＥＫ （＋（立教グループ）（＋（立教グループ）++江ノ口江ノ口 and/or and/or 中嶋）中嶋）

HPKHPK--CCD CCD （宮田、常深、平賀、Ｍ１Ｃ、（（宮田、常深、平賀、Ｍ１Ｃ、（44年Ａ？））年Ａ？））
Backside CCDBackside CCDの位置分解能向上のためのメッシュ実験の位置分解能向上のためのメッシュ実験((２１ｍビームライン）２１ｍビームライン）
Backside CCDBackside CCDの検出効率測定（軟Ｘ線発生装置）の検出効率測定（軟Ｘ線発生装置）

厚いメッシュを用いたＣＣＤの偏光検出能力の測定厚いメッシュを用いたＣＣＤの偏光検出能力の測定
ガス検出器偏光計ガス検出器偏光計 （林田、中嶋、（（林田、中嶋、（44年Ｂ？）年Ｂ？）))

シミュレーションシミュレーション((ガス、回路、検出器幾何学の最適化）ガス、回路、検出器幾何学の最適化）

比例計数管実験＠２１ｍビームライン、＠ＫＥＫ比例計数管実験＠２１ｍビームライン、＠ＫＥＫ

エッチングレンズエッチングレンズ （常深（常深、？、？））

プロジェクト

基礎開発基礎開発 （）内は主な参加者。 適時、協力をあおぐ



研究テーマ予定研究テーマ予定 （解析）（解析）

超新星残骸超新星残骸
Mixed Mixed MorphorogyMorphorogy SNRSNRｓｓ ASCA (ASCA (江ノ口、常深、宮田）江ノ口、常深、宮田）
CrabCrab ChandraChandra （（森、常深）森、常深）
CasACasA ChandraChandra （（岡田）、（川上？）、常深）（（岡田）、（川上？）、常深）
CygCyg--Loop Chandra Loop Chandra （三木、宮田）（三木、宮田）
IC443IC443 XMMXMM（（平賀、宮田、常深）平賀、宮田、常深）
Vela DVela D XMMXMM（（？、？、常深、宮田常深、宮田 ））
CygCyg--LoopLoop XMMXMM（（宮田、常深宮田、常深、？、？））

活動銀河核のＸ線時間変動活動銀河核のＸ線時間変動
ブラックホール探し＠通常銀河ブラックホール探し＠通常銀河 ChandraChandra（（？、？、林田）林田）
NLS1NLS1の時間変動とスペクトルの関係（林田）の時間変動とスペクトルの関係（林田）

銀河団銀河団
銀河団と巨大銀河の統計的研究銀河団と巨大銀河の統計的研究+ + deprojectiondeprojection analysisanalysis（片山、林田）（片山、林田）
ComaComa速度場（ＸＭＭ）速度場（ＸＭＭ）, A1674, A1674（ＸＭＭ）（（ＸＭＭ）（？、？、片山、林田）片山、林田）
ＦＦailedailed--cluster(Chandracluster(Chandra),),ＡＡ21242124（（Chandra) Chandra) （（？、？、片山、林田）片山、林田）



週間予定週間予定

Activity Report Activity Report 金金10:0010:00-- @@F313F313
1515min Report  2min Report  2--33人人//WeekWeek
((隔週）隔週）3030min New Paper Report min New Paper Report スタッフとスタッフとDD院生院生

研究室セミナー研究室セミナー 金金13:3013:30-- @@F313F313
スタッフとスタッフとDD院生院生。。。。。。最近の研究内容最近の研究内容
MM院生院生。。。。。。レビュー（勉強したこと）レビュー（勉強したこと）
MM論、論、DD論論 中間報告中間報告

学会報告（自分の発表＆ハイライト報告）学会報告（自分の発表＆ハイライト報告）
ゲストのお話ゲストのお話

M1M1－－M2M2セミナーセミナー 木木116:206:20-- @F217@F217
44年生本読み年生本読み 火火14:4014:40-- @F313@F313（常深、（片山））（常深、（片山））

宇宙科学入門（尾崎）宇宙科学入門（尾崎）
Astrophysical Concepts (Astrophysical Concepts (HarwitHarwit))

SNRSNRゼミゼミ 有志有志 水水10:1510:15-- @?@?



M1M1--M2M2セミナーセミナー 木木116:206:20-- @F217@F217
（天文学の基礎（天文学の基礎 （常深）（常深） ４年生ゼミの最初）４年生ゼミの最初）

宇宙科学入門の輪講宇宙科学入門の輪講

（大学院講義（大学院講義 Ｘ線天文学Ｘ線天文学 （常深）（常深） 前期前期 月４限月４限 ））

放射線と物質の相互作用、検出器（宮田、林田）放射線と物質の相互作用、検出器（宮田、林田） ６回？６回？

放射線計測ハンドブック、修論放射線計測ハンドブック、修論 ＋演習＋演習

データ解析と統計データ解析と統計 （林田、宮田）（林田、宮田） ４回？４回？

講義＋演習講義＋演習

高エネルギー天体物理の勉強高エネルギー天体物理の勉強

EExploring Xxploring X--ray Universe ?ray Universe ?
宇宙物理学宇宙物理学 or or 天体高エネルギー現象（高原）天体高エネルギー現象（高原）



年間予定年間予定

顔合わせ顔合わせ(4/12)(4/12)
夏合宿（夏合宿（7/167/16以降のはやい時期、一泊）以降のはやい時期、一泊）

44年生の卒研中間発表年生の卒研中間発表

Ｍ１の発表、Ｄ学生スタッフの発表Ｍ１の発表、Ｄ学生スタッフの発表

Ｄ論締め切りＤ論締め切り １２月末頃１２月末頃

４年生卒研４年生卒研 発表会発表会 11月中旬月中旬

Ｍ論締め切りＭ論締め切り １月末頃１月末頃

MM論発表会論発表会 22月上旬月上旬



ソフトウェア関連ソフトウェア関連

M1M1、４、４年生向け年生向けUNIXUNIXの使い方の基礎の使い方の基礎 M2M2（（江ノ口、江ノ口、

河野、中嶋）河野、中嶋）

マニュアルを読んで自習するのが基本マニュアルを読んで自習するのが基本

最新解析最新解析((Data Reduction)Data Reduction)ソフトの簡易マニュアルソフトの簡易マニュアル

Chandra Chandra 岡田マニュアルの改定岡田マニュアルの改定 by by 森森 ４月中４月中

XMMXMM 平賀平賀 ５月中５月中



各人の予定各人の予定

研究室の予定は研究室の予定はWebWeb予定表予定表に記載するに記載する
http://wwwxray.ess.sci.osakahttp://wwwxray.ess.sci.osaka--
u.ac.jp/~hayasida/Schedule_form.htmu.ac.jp/~hayasida/Schedule_form.htm
出張や休みの予定は出張や休みの予定は

WebWeb掲示板掲示板に掲載するに掲載する

Network NNetwork Newsewsは当面続けるは当面続ける

スタッフ前期授業、実験スタッフ前期授業、実験
常深（月３、４）常深（月３、４）
林田（月２、火３、４、水２）林田（月２、火３、４、水２）
宮田（火午後、水午後）宮田（火午後、水午後）



その他その他

®® ミーティングの時間厳守（部屋の鍵あけとプロジェクタの準備ミーティングの時間厳守（部屋の鍵あけとプロジェクタの準備
ははM1)M1)。。

®® 部屋を掃除するのは各自の責任。部屋を掃除するのは各自の責任。

®® ゴミは分別して廊下に出しておけばよい。ゴミは分別して廊下に出しておけばよい。 直接ゴミ置き場に直接ゴミ置き場に
持って行くのも可。持って行くのも可。

®® 冷蔵庫などの共用場所に置いてある食品は特に記名のない冷蔵庫などの共用場所に置いてある食品は特に記名のない
限り共用物。限り共用物。

ものがなくなっていたら、あるいは、期待通り動かなかったら、ものがなくなっていたら、あるいは、期待通り動かなかったら、
補給する。補給する。 あるいは解消できる人に連絡する。（実験室であるいは解消できる人に連絡する。（実験室で
は特に重要）は特に重要）

非難、賞賛されているのは研究内容あるいは発表方法の一非難、賞賛されているのは研究内容あるいは発表方法の一
部分であって人格ではない。部分であって人格ではない。


